
実務経験のある教員等による授業科目の一覧表 《省令で定める単位数等の基準数相当分》 

授業科目名 履修時期 単位数 授業時数 授業形態 担当教員名 実務経験の内容 実務経験を活かした教育内容 

理学療法概論Ⅱ 2年次 2単位 60 講義 

実技 

吉田敏朗 理学療法士としての臨床経験 20 年、専任教員

18年、臨床経験：リハビリ専門病院・回復期ﾘﾊ病

棟・急性期一般病棟勤務 

バイオメカニクスの基本的知識に基づいた、専門的な知

識の理解を講義し、実践的な基本動作の介助や指導方

法を体験・理解するための実技演習を実施する。 

物理療法Ⅱ 1年次 １単位 30 講義 

実技 

古瀬正志 理学療法士としての臨床経験 29年 

病院および老人保健施設での回復期・生活期リ

ハ実施（医療・介護保険サービス（外来リハ、訪

問リハ、通所リハ）、介護認定審査員（宮崎東諸

県圏域） 介護支援専門員（施設内）、宮崎県県

北地域リハビリテーション広域支援センター業務

実施と総括、宮崎市住宅改修審査委員 

物理療法を施行するにあたって、理学療法士はその中

心となる必要があることを明示し、一方、現在の臨床にお

いて多用されている電気刺激療法の実際を提示すること

で、より実践的な講義内容とする 

臨床理学療法Ⅱ 2年次 3単位 90 講義 

実技 

長友典子 理学療法士としての臨床経験 11 年(急性期、回

復期、維持期（外来、通所リハビリ、訪問リハビリ)） 

認定理学療法士（運動器）、宮崎県体育協会公

認ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ、日本障がい者スポーツ協会

公認、中級障がい者スポーツ指導員 

基礎的な解剖・運動・生理学との繋がりを理解し、運動

器疾患・脊髄損傷・(パーキンソン病等の)変性疾患の各

疾患に対して実際に臨床で実施される評価や理学療法

などの演習も行う 

臨床理学療法学Ⅲ 2年次 3単位 90 講義 

実技 

馬場義行 理学療法士 としての臨床経験 10年（集中治療

室、急性期、回復期、維持期） 

認定理学療法士（呼吸）、呼吸療法認定士、心

臓リハビリテーション指導士 

基本的な解剖生理学や理学療法の習得だけでなく、臨

床で実際に用いられる評価法や呼吸理学療法などの実

技演習も行う。 

理学療法評価法Ⅱ 1年次 2単位 60 講義 

実技 

南正覚肇 理学療法士としての臨床経験 10年 

臨床経験：急性期一般病棟・回復期ﾘﾊ病棟・訪

問リハビリ 

基本的な理学療法評価法の知識習得だけでなく、臨床

で多く用いられる評価法や、運動・解剖・生理学との繋が

りを意識した演習を行う。 

計  11単位 330時間     

宮崎リハビリテーション学院 


